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●

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
平
成
24
年
度
は
６
名
の

方
が
活
動
し
ま
し
た
。
活
動
内
容
は
、
市
民
記
者

や
Ｃケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

Ａ
Ｔ
Ｖ
市
政
情
報
番
組
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
、
レ
シ
ピ
作

成
、
ブ
ロ
グ
、T

ツ
イ
ッ
タ
ー

w
itter

の
運
営
な
ど
で
す
。

　

な
か
で
も
、
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
５
名
で
運
営
す
る
広
報

サ
ポ
ー
タ
ー
ブ
ロ
グ
「
風
の
街
の
た
は
ら
」
は
、
ブ
ロ
グ

に
よ
る
情
報
発
信
と
し
て
、
平
成
24
年
度
愛
知
県
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
の
広
報
企
画
部
門
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
市
民
目
線
で
伝
え
る
田
原
の
魅
力
を
、
広
報
サ
ポ
ー

タ
ー
の
個
性
が
際
立
つ
文
章
で
紹
介
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
、読
者
か
ら
は
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
、

市
民
活
動
や
地
域
の
話
題
を
中
心
に
掲
載
し
て
い
る
「
広

報
た
は
ら
15
日
号
」
と
の
連
動
し
た
情
報
発
信
（
メ
デ
ィ

ア
ミ
ッ
ク
ス
）
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

※
平
成
25
年
度
田
原
市
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
、
広
報
秘
書
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市民発
!

　

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
市
民
の
方
に
市
の
広
報
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
平
成
20

年
度
か
ら
毎
年
公
募
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成

24
年
度
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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市
民
目
線
で
楽
し
く
情
報
発
信
！

　
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す

◦広報サポーターが取材する様子◦広報サポーターブログ

◦CATVナビゲーターの収録の様子

▪
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

「
広
報
た
は
ら
」の
紙
面
づ
く
り
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
へ
の
出
演
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
発
信
な
ど
、市
の
広
報
活
動
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

応
募
資
格
◉
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

※
公
務
員
や
公
職
に
あ
る
方
、高
校
生
を
除
く
。

活
動
内
容
◉
次
の
中
か
ら
希
望
す
る
も
の

❶
市
民
記
者（
取
材
・
記
事
作
成
）

❷
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ブ
ロ
グ
、Tw

itter

な
ど
）を
活
用
し
た
情
報
発
信

❸
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
市
政
情
報
番
組
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

❹
イ
ベ
ン
ト
・
風
景
な
ど
の
撮
影

　

※
そ
の
他
の
活
動
も
可
能
。ご
提
案
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
◉
７
名
以
内

募
集
期
間
◉
５
月
２
日
木
ま
で（
必
着
）

応
募
方
法
◉
応
募
用
紙
に「
氏
名
」「
性
別
」「
生
年
月
日
」「
住

所
」「
連
絡
先
」「
職
業
」「
応
募
動
機
・
抱
負（
１
０
０
文
字
以

内
）」「
参
加
し
た
い
広
報
活
動
」を
記
入
の
う
え
、直
接
持

参
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

※
応
募
用
紙
は
広
報
秘
書
課
で
配
布
の
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
任
意
の
用
紙
で

も
可
）

選
考
方
法
◉
意
欲
な
ど
を
考
慮
し
て
、市
の
選
考
に
よ
り
決
定

発
表
◉
応
募
者
に
通
知
の
ほ
か
、広
報
に
も
掲
載

活
動
期
間
◉
平
成
26
年
３
月
末
ま
で　

謝
礼
◉
年
１
万
円

▼
広
報
秘
書
課　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

☎
22
局
０
１
３
８　

23
局
１
６
９
１

　

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

http

：//w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/
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三
河
市
民
オ
ペ
ラ
２
０
１
３
公
演

  
「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」

　

三
河
市
民
オ
ペ
ラ
と
は
、
三
河
地
区
の
市
民
が
企
画
段

階
か
ら
制
作
に
関
わ
り
、
運
営
・
上
演
す
る
オ
ペ
ラ
で
す
。

観
客
の
感
動
だ
け
で
な
く
、
出
演
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
参
画
し
た
す
べ
て
の
人
の
心
を
動
か
し
、
喜
び
を
分

か
ち
合
え
る
舞
台
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◉
三
河
市
民
オ
ペ
ラ
「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」

　

５
月
５
日
日
・
６
日
月
・日

▼
日
時
＝
午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）　

▼
場
所
＝

ア
イ
プ
ラ
ザ
豊
橋
大
ホ
ー
ル　

▼
内
容
＝
国
内
一
線
級
の

プ
ロ
と
三
河
地
域
の
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
作
り
上
げ
る

プ
ッ
チ
ー
ニ
の
最
高
傑
作
オ
ペ
ラ
「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」

▼
チ
ケ
ッ
ト
＝
Ｓ
Ｓ
席
１
万
２
０
０
０
円
／
Ｓ
席
１
万

円
／
特
Ａ
席
８
０
０
０
円
／
Ａ
席
６
０
０
０
円
／
Ｂ
席

３
０
０
０
円
全
席
指
定

▼
三
河
市
民
オ
ペ
ラ
制
作
委
員
会
事
務
局

　

０
９
０

－

３
４
８
０

－

３
７
４
８
（
チ
ケ
ッ
ト
専
用
）

イチゴソースのブラマンジェ
【材料５個分】
イチゴソース　◦イチゴ 1／2パック
◦砂糖 大さじ２（イチゴの甘みによって調節）
ブラマンジェ　
◦コーンスターチ 大さじ４　◦砂糖 大さじ４
◦牛乳 500cc（生クリームがあれば分量の50ccを生ク
リームにすると、ぜいたくな味に！）

【作り方】
❶ イチゴは食べやすい大きさに刻んでおく。
❷ 刻んだイチゴに砂糖をかけて混ぜ合わせ、２～３時間
冷蔵庫で冷やしておく。
❸ 鍋にコーンスターチ・砂糖を入れて良く混ぜ、牛乳を入
れてよく混ぜ合わせる。
❹ 鍋を弱火にかけ、ヘラでなべ底からゆっくり焦げ付か
ないようにかき混ぜる。
❺ とろみがつき、全体に
沸騰してきたら火からお
ろし、手早く容器に入れ
る。
❻ ブラマンジェの荒熱
が取れたら、冷蔵庫で寝
かせていたイチゴソース
をかけて出来あがり。

　ブラマンジェとは、白い食べ物という意

味です。コーンスターチで作るので簡単に

失敗なく出来ます。生のイチゴに砂糖をか

けてフレッシュソースを作り、食感や味も

活かすことができるデザートです。今回は

イチゴを使用していますが、キウイフルー

ツやかんきつ類でも楽しめます。

〝たね〟の簡単＆おいしい『産直レシピ』〝たね〟の簡単＆おいしい『産直レシピ』
平成 24 年度広報サポーターの〝たね〟が「旬を上手に、手軽でおいしく、誰にでも簡単に
できる料理」をテーマに、今回は「イチゴ」を使ったレシピをお届けします。

│ 3 │　　　　　　　　　　平成 25年４月15日
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▲保護者と一緒に丁寧に松の苗木を植樹する園児たち ▲中山校区内の現在の保安林の様子

地域
発!

中
山
校
区
は
、
夕
映
え
の
美
し
い
西
ノ

浜
、
海
岸
に
沿
っ
て
畑
と
人
々
を
守

る
防
風
林
、
広
大
な
農
地
な
ど
が
織
り
な

す
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
課
題

　

校
区
内
の
沿
岸
部
に
は
、
飛※
１

砂
防
備
保

安
林
と
、
農※

２

地
区
域
の
防
風
保
安
林
に
指

定
さ
れ
た
「
松
林
」
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
は
松
枯
れ
が
ひ
ど
く
、
危

機
的
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
校

区
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
に
課
題
と
し
て

取
り
上
げ
、
そ
の
対
策
を
主
要
施
策
に
位

置
付
け
て
い
ま
す
。

地
域
の
話
題

中
山
校
区

美
し
い
松
林
を
取
り
戻
し
た
い

住
民
の
地
域
参
加
の
輪
を
広
げ
よ
う
と

苗
木
の
植
樹
な
ど
保
安
林
の
維
持
に
取
り
組
ん
で
い
る

中
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

美
し
い
松
林
を
守
る
た
め
に

　

毎
年
、
市
の
協
力
で
薬
剤
の
空
中
散
布

や
樹
幹
へ
の
注
入
、
枯
れ
松
伐
倒
駆
除
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
予
想
以
上
に
進
行
が
早

い
た
め
、
そ
の
対
策
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、
保
安
林
を

維
持
す
る
た
め
、
毎
年
の
よ
う
に
松
の
苗
木

の
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
こ
れ
ま
で
、
中
山
・
小
中
山
開
拓
組

合
の
役
員
を
中
心
に
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
卒
業・

卒
園
を
迎
え
た
地
区
の
小
学
生
27
名
と
保

育
園
児
24
名
が
参
加
し
、
２
月
９
日
（
土
）

に
「
卒
業
記
念
植
樹
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
学
生
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
手
製
の

木
札
を
制
作
し
、
ま
た
、
保
育
園
児
は
保

護
者
と
一
緒
に
苗
木
の
植
樹
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
、
松

の
苗
木
が
枯
れ
る

こ
と
な
く
、
大
き

く
、
ま
っ
す
ぐ
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
願

い
な
が
ら
、
一
本
一

本
心
を
込
め
て
植

え
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
と
も
に

　

今
回
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
子
ど
も

や
そ
の
保
護
者
の
方
々
に
、
保
安
林
の
現
状

を
見
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
校
区
の
現
状

と
課
題
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
日
ご
ろ
は
、「
地
域
活
動
」や「
ま

ち
づ
く
り
」
と
い
う
と
、
地
域
の
役
員
さ

ん
任
せ
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
今
回
の
よ

う
に
地
域
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
、「
自

分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
」
と
い

う
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
植
樹
し
た
保
安
林
周
辺
の
清

掃
活
動
や
散
水
な
ど
も
含
め
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
校
区
の
誰
も
が
楽
し
く
参

加
で
き
る
よ
う
な
事
業
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
事
業
が
校
区
の
恒

例
行
事
に
育
つ
と
と
も
に
、
松
の
苗
木
の
よ

う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
へ
の
愛
着
が
、

す
く
す
く
と
元
気
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
って
い
ま
す
。

▲慎重に木札を作る小学生

※
１
【
飛
砂
防
保
備
安
林
】
砂
浜
か
ら
飛
ん

で
く
る
砂
を
防
ぎ
、
隣
接
す
る
田
畑
や
住

宅
を
守
る
林

※
２
【
農
地
区
域
の
防
風
保
安
林
】
強
い
風

の
地
域
で
、
田
畑
や
住
宅
を
守
る
役
割
を

果
た
し
、
風
の
被
害
を
防
ぐ
林
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1 ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週火・金・土 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
2 このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター
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市民活動を応援するページ
市民活動向上事業補助金市民活動支援情報

❖市民活動団体の連携力アップ、人材育成が期待される事業を募集します
　市民活動団体は、「協働によるまちづくり」の重要な担い手です。団体のスキルアップや人材育成、団体間の
連携強化を目的とした事業に「市民活動向上事業補助金」をご活用ください。市内の市民活動の活性化を図る
ため、市民感覚の創意工夫を凝らした事業を募集します。
対象事業　市内の市民活動の活性化につながる、団体のスキルアップ・人材育成・連携

強化を目的とする活動（市民活動経験者がおおむね 30 名以上参加すること
が見込まれる活動）で、平成 26 年２月末日までに完了するもの

対象団体　市内で公益活動を行う５名以上で構成された団体、またはそれらの連携組織
補助金額　１事業につき補助対象経費の２分の１（上限 20 万円）※ 予算の範囲内
募集期間　4 月 15 日月 ～ 5 月 20 日月 ※午後５時必着
審査方法　書類審査、市役所担当課へのプレゼンテーション審査
申 請 先　市民協働課☎23 局 3504
そ の 他　制度の概要、申請書の書き方など応募に関する相談は、市民活動支援センター（開設日は頁下段）

で随時対応しますので、お気軽にご相談ください。また、応募の手引き・申請様式などは、田原市ホー
ムページからもダウンロード可（　http://www.city.tahara.aichi.jp/）

　少子化の要因の一つである未婚化・晩婚化に対する取り組みとして、市民などが企画・
提案する結婚のきっかけとなる出会いの機会を、積極的に提供することを目的に「婚活
支援事業補助金制度」をスタートします。
　気軽に参加できるお手軽な婚活・出会いを目的とする事業をご提案ください。

◉対象事業　20歳以上の独身者が出会うための交流イベント（パーティー、食事会、
体験活動、婚活スキルアップ講座）など

　　　　　　❖参加者が20名以上となる事業
　　　　　　❖営利を目的としない事業
　　　　　　❖参加料を徴収する場合、適正な水準の設定をしている事業　など
◉対象団体　市内の5名以上で構成された団体
◉補助額　　❖事業費（対象経費）が５万円以下の場合・・・全額補助
　　　　　　❖事業費（対象経費）が５万円を超える場合・・・５万円
◉募集期間　平成26年2月末まで ※予算の範囲内　
◉申請方法　地域福祉課で配布する申請用紙に、必要事項を記入して直接提出
　　　　　　 ※申請用紙は、田原市ホームページからもダウンロード可（　http://www.city.tahara.aichi.jp/）
◉審査方法　書類審査
◉その他　　制度の概要、申請書の書き方については、地域福祉課で随時対応します。お気軽にご相談ください。

▼地域福祉課☎23 局 3512　 23 局 3545　 fukushi@city.tahara.aichi.jp応募・お問い合わせ

「田原市婚活支援事業」の提案を募集します提案事業募集
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学校生活の
一コマを紹介

　今回は、中学校での「飛散防止フィルムの貼付」と「ボランティ
ア活動」の様子をご紹介します。

●学校教育課☎２３局３６７９

福江中学校「ドリームの会」
地域交流を深めるボランティア活動！

　福江中学校には、ボランティアクラブ・ドリームの
会があり、全校生徒の約半数が会員となり活動してい
ます。ドリームの会は、校区にある老人介護施設「渥美
福寿園」「花の里」や地元の市民館、NPO団体と連携を
図りながら、ボランティア活動を行っています。
　「渥美福寿園」「花の里」では施設の清掃やお年寄り
の方々との交流を、NPO団体のひとつである「環境ボ
ランティアサークル亀の子隊」では、毎月行われる海
岸清掃に参加しています。また、市民館が主催する市

民館祭りでは模擬店のお手伝いなどを行っています。夏休みには、講師を
招いて研修会を行ったり、「福祉のつどい」で販売する小物を作ったりも
しています。
　ドリームの会に参加する生徒たちは、休日の空き時間を上手に使って
自主的に活動しています。ボランティア活動を通して、地域との交流を深
めながら福祉の心を育んでいます。

　　 田原中学校「飛散防止フィルムの貼付」
　　自分たちで貼り、防災意識を高める！
　
　田原中学校では、大地震が発生したとき、窓ガラス
が飛び散るのを防ぐ「飛散防止フィルム」を、平成24
年12月から生徒と職員で校舎の窓ガラスに貼ること
にしました。
　生徒たちは、まずフィルムを切る作業を行いまし
た。さまざまなサイズの窓ガラスに合わせて切るの
は根気のいる作業で、思った以上に時間がかかりま
した。次に、フィルムを窓ガラスに貼り付ける作業を
始めました。初めての体験なので、うまくできるか心
配していましたが、すぐに要領をつかんできれいに
貼ることができました。これからも、掃除の時間など
を使って徐々に作業を進め、平成25年度中には全部
貼り終えたいと思っています。
　地震防災で重要なことは、「自分の問題としてとら
え、行動すること」であるといわれています。この活
動を通して、生徒たちの防災意識と実践力が高まっ
ていくことを願っています。

平成 25年４月15日   　  　　　　　　　　│ 6 │

◦みんなで協力した海岸清掃

◦飛散防止フィルムを切る作業

◦飛散防止フィルムを貼る作業



3

4

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

田
原
福
祉
専
門
学
校
入
学
式
が
行
わ
れ
、38
名

が
入
学
し
ま
し
た
。地
域
の
行
事
へ
の
参
加
や
手

作
り
の
学
園
祭
の
開
催
な
ど
で
、市
民
の
皆
さ
ん

と
接
す
る
機
会
も
多
い
学
生
の
皆
さ
ん
。お
だ
や

か
な
環
境
の
中
、２
年
間
で
介
護
福
祉
士
の
国
家

資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

▲誓いの言葉を述べる河合優奈さん

介
護
の
プ
ロ
へ
の

道
が
ス
タ
ー
ト

４
月
２
日［
火
］

　

春
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、中
山
・
高

松
・
漆
田
・
第
一
・
赤
羽
根
・
福
江
保
育
園
で
防
火
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
し
た
計
３
５
７

名
の
園
児
た
ち
は
、音
楽
に
合
わ
せ
て
拍
子
木
を

打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
、地
域
住
民
や
沿
道
を
通
行

す
る
方
に
、「
火
の
用
心
」を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
火
の
用
心
」で

み
ん
な
の
安
全
を

３
月
８
日［
金
］

▲法被姿で防火を呼びかける福江保育園の園児たち（国道259号沿い）

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▪
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
東
京
都
、
千
葉
県
ほ
か
［
３
／
28
～
30
］）

富
田
一い
っ
せ
い成
く
ん

（
田
原
中
２
年
）

▪
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
三
重
県
伊
勢
市
［
３
／
26
～
28
］）

佐
藤
宏ひ
ろ
み美
さ
ん

（
田
原
中
２
年
）
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▪
自
立
運
転
機
能
使
用
時
の
注
意

◦
メ
ー
カ
ー
や
機
種
に
よ
り
、
操
作
方
法
が

異
な
り
ま
す
。
必
ず
付
属
の
取
扱
説
明

書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
自
立
運
転
コ
ン
セ
ン
ト
の
容
量
は
１
５
０
０

Ｗ（
1.5 

kW
）で
す
。
接
続
機
器
の
容
量
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
雨
天
・
曇
天
時
は
出
力
が
低
下
し
ま
す
。

電
源
が
切
れ
る
と
故
障
す
る
可
能
性
の

あ
る
機
器
は
接
続
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
な

か
で
も
、個
人
で
導
入
し
や
す

い
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
。
市

で
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
対

し
、
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
概
要
は
、
広

報
た
は
ら
４
月
１
日
号
の
お
し
ら
せ
17
頁
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/ 

◉
家
庭
に
太
陽
光
発
電
が
あ
る
方
は

　
停
電
・
災
害
時
で
も
電
力
を
使
え
ま
す

　

災
害
に
よ
り
長
期
間
停
電
に
な
っ
た
場
合

で
も
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
備
わ
って
い

る
自
立
運
転
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
電

力
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
常

時
に
使
い
方
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
約
88
％
の
機
種
に
自
立
運
転
機
能
が
備

え
ら
れ
て
い
ま
す
（
社
団
法
人
日
本
電
機

工
業
会
調
べ
）。

▪
自
立
運
転
機
能
の

　

使
い
方

❶
自
立
運
転
コ
ン
セ
ン
ト
が
ど
こ
に
あ
る
の

　

か
確
認
し
、
取
扱
説
明
書
を
読
む

❷
主
電
源
ブ
レ
ー
カ
を
OFF
に
す
る

❸
太
陽
光
発
電
ブ
レ
ー
カ
を
OFF
に
す
る

❹
自
立
運
転
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
る

❺
接
続
機
器
を
自
立
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ
な
ぐ

❻
必
ず
元
に
戻
す
。
自
立
運
転
モ
ー
ド
解

　

除
➡
太
陽
光
発
電
ブ
レ
ー
カ
ON
➡
主
電

　

源
ブ
レ
ー
カ
ON
の
順
で
復
帰

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の
一
環
と
し

て
、５
月
か
ら
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
を

開
始
し
ま
す
。今
回
は
、リ
サ
イ
ク
ル

活
動
を
通
じ
て
、地
球
環
境
と
世
界
の

子
ど
も
た
ち
を
救
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◉
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
と
は

　
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
て
業
者

に
売
却
し
、
そ
の
利
益
を
「
世
界
の
子
ど

も
に
ワ
ク
チ
ン
を
日
本
委
員
会
」
に
寄
附
し

ま
す
。
売
却
さ
れ
た
ペッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
は
、
文
房
具
や
生
活
用

品
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

◉
ワ
ク
チ
ン
１
本
に
換
え
る
に
は

　
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
４
３
０
個
（
約

１
kg
）
で
10
円
に
な
り
ま
す
。

◉
ワ
ク
チ
ン
の
単
価
（
一
人
分
概
算
）

◦
ポ
リ
オ（
小
児
マ
ヒ
）
…
20
円

◦
は
し
か 
…
…
…
…
…
…･

95
円

◦
Ｂ
Ｃ
Ｇ（
結
核
）
…
…
…･

７
円

※
ユ
ニ
セ
フ
・
サ
プ
ラ
イ
デ
ィ
ジ
ョ
ン
に
よ
る

　

概
算
で
す

◉
回
収
す
る
も
の

　

飲
料
用
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
（
PP
：
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

素
材
）

※
し
ょ
う
油
や
ソ
ー
ス
、
酒
な
ど
飲
料
用
以

　

外
の
キ
ャッ
プ
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

◉
回
収
場
所

　

田
原
市
役
所
、
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、

渥
美
支
所
、
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
、
赤

羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
、
渥
美
資
源
化
セ
ン

タ
ー
、
各
市
民
館

◉
キ
ャ
ッ
プ
の
出
し
方

❶
キ
ャ
ッ
プ
を
水
で
す
す
い
で
乾
か
す
。

❷
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
シ
ー
ル
や
値
札
な
ど
を

は
が
す
。

❸
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
箱
に
入
れ
る
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

11

83
◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
２
１
３
３
人・
事
業
所
81
か
所（
３
月
末
現
在
）

　

現
在
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

は
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
」
と
し
て

分
別
回
収
し
て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
運

動
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
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D
M
A
T
を
ご
存
じ
で
す
か
？

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
Ｄデ
ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
と
い
う
言
葉
を

災
害
時
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
目
に
し
た

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。今
回
は
、

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
＝
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

　
『
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
』
と
は
、D

isaster 
M

edical A
ssistance T

eam

の
頭
文

字
を
取
っ
た
も
の
で
す
。

　

大
地
震
や
列
車
・
航

空
機
事
故
と
い
っ
た
大

規
模
災
害
に
よ
り
一
度

に
多
く
の
傷
病
者
が
発

生
し
た
と
き
、
現
場
に

概
ね
48
時
間
以
内
に
駆
け
つ
け
、
救
急

治
療
を
行
う
た
め
の
専
門
的
な
訓
練
を

受
け
た
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

▪
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー

　

医
師
、
看
護
師
、
業
務
調
整
員
な
ど
、

５
人
を
基
本
と
し
て
構
成
さ
れ
ま
す
。

▪
活
動
内
容

◦
被
災
地
で
の
情
報
収
集
と
伝
達

◦
災
害
現
場
で
の
ト

※

リ
ア
ー
ジ
、
応
急

処
置

◦
被
災
地
内
の
病
院
に
お
け
る
診
療
の

支
援　

な
ど

※
【
ト
リ
ア
ー
ジ
】
災
害
や
大
き
な
事
故

な
ど
で
た
く
さ
ん
の
傷
病
者
が
同
時
に
発

生
し
た
と
き
、
病
気
や
け
が
の
緊
急
度
や

重
症
度
を
判
定
し
、
治
療
の
優
先
順
位
を

決
め
る
こ
と
。

▪
活
動
実
績

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
震
災
当
日
の

３
月
11
日
か
ら
22
日
ま
で
の
間
に
、
約

３
４
０
チ
ー
ム
、
約
１
５
０
０
人
が
被

災
地
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

▪
一
人
で
も
多
く
の
命
を
助
け
る
た
め

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
に
よ
り
、
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
処

置
・
治
療
を
行
う

こ
と
が
可
能
と
な

り
、
よ
り
多
く
の

命
を
助
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

　昨年度に引き続き、今年度も交流スタンプラリーを
開催します。応募用紙に指定のスタンプを押して応募
すると、抽選で賞品が当たります。山のまち設楽町か
らの「水の恵み」を体感しながら、スタンプラリーに参
加してみませんか。
※この事業は、豊川上下流域の相互理解を目的に
両市町が共同で実施しています。
◉開催期間（予定）
４月26日（金）～平成26年2月28日（金）
※応募はがき必着
◉参加資格
どなたでも
◉応募方法
応募用紙に、指定の４つの
エリアから各１つスタンプを
集め、必要事項を記入のうえ、直接または郵送にて

【Ｗチャンス】応募要件を満たし、田原市が設楽町内

に建設した交流拠点施設「グリーンメッセージ」に宿
泊するとＷチャンス特別賞へのエントリーができます。
◉応募先
田原市役所政策推進課、設楽町役場企画課
◉賞品
国内旅行券（１本）、Wチャンス特別賞（１本）、「道の
駅・蔵王山展望台・サンテパルクたはら」協賛プレゼント

（70本）、「海と山のまち」特産品ほか、計140本予定
◉お問い合わせ
政策推進課☎23局３５０７
※詳しくは、各ラリースポットにある応募用紙をご覧ください。

■国内外との交流・多文化共生

「海と山のまち」交流スタンプラリーにご参加ください
田原市と姉妹都市 設楽町の交流スタンプラリーについてご紹介します。

◉市内で応募用紙を配布しているラリースポット

「道の駅」田原めっくんはうす・あかばねロコステーション・伊良
湖クリスタルポルト、サンテパルクたはら、蔵王山展望台
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※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
活
動
場
所

　

市
が
管
理
す
る
道
路
・
公
園
・
河
川
な

ど
の
公
共
施
設

◉
活
動
内
容

　

ご
み
の
収
集
、
除
草
、
樹
木
の
管
理
、

活
動
計
画
書
・
報
告
書
の
提
出

◉
支
援
内
容

環
境
美
化
に
必
要
な
物
品
（
ご
み
袋
、
軍

手
）
の
支
給
や
貸
し
出
し

希
望
者
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
名
称
を
表

示
す
る
サ
イ
ン
看
板
の
設
置

活
動
時
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
補
償

そ
の
他
活
動
に
必
要
な
事
項

◉
対
象
者

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
個
人
・

事
業
者
・
団
体

◉
申
し
込
み

　

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、維
持
管
理
課
へ
直
接（
申

し
込
み
用
紙
は
維
持
管
理
課
で
配
布
す

る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

◉
そ
の
他

　

申
し
込
み
後
に
、
市
と
協
議
し
て
「
合

意
書
」
を
交
わ
し
ま
す
。　

▼
維
持
管
理
課

☎
23
局
４
１
０
３　

23
局
０
１
８
０

　

ijikanri@
city.tahara.aichi.jp 

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
里
親
制

度
）
は
、
市
民
と

市
が
協
力
し
合
い
、

市
が
管
理
す
る
道

路
、
公
園
、
河
川
な
ど
の
公
共
施
設
を
市

民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
っ
て
管
理
す
る

制
度
で
す
。
道
路
や
公
園
、
河
川
な
ど
を

養
子
と
み
な
し
、
親
が
子
ど
も
を
大
切
に

す
る
よ
う
に
、
清
掃
・
美
化
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
の
２
名
以
上
で
構
成
す
る

グ
ル
ー
プ
（
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
含

む
場
合
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
調
査
期
間

＝
６
月
５
日
（
環
境
の
日
）
の
前
後
１
週

間
※
こ
の
期
間
内
に
、
調
査
が
で
き
な
い

場
合
は
時
期
を
ず
ら
し
て
調
査
す
る
こ
と

も
可
能
。　

▼
内
容
＝
身
近
な
水
辺
（
河

川
・
湖
沼
・
海
・
水
路
・
た
め
池
な
ど
）

で
水
質
、
水
量
、
生
態
系
な
ど
を
調
べ
て

調
査
結
果
を
報
告　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
15
日
（
水
）
ま
で
に

環
境
衛
生
課
の
窓
口
に
あ
る
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

豊
橋
市
と
共
同
で
、
野
鳥
や
干
潟
の
生

き
物
の
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も
（
中
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）　

▼
日
時
＝
５
月
26
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分　

※
雨

天
中
止　

▼
場
所
＝
汐
川
干
潟
（
豊
橋
市

杉
山
町
）　

▼
定
員
＝
50
名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
持
ち
物
＝
長
靴
、

ス
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲
み
物
、

筆
記
用
具　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
14
日

（
火
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
・
は
が
き
の
場
合
は
、
代
表
者
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
と
参
加
者
全
員

の
氏
名
・
年
齢
を
明
記
）

▼
豊
橋
市
環
境
保
全
課

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
３
８
５

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
５
７
７

　

kankyohozen@
city.toyohashi.lg.jp

　

平
成
11
年
に
田
原
市
と
友
好
提
携
を
結

ん
だ
宮
田
村
で
は
、
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
上
伊
那
宮
田
支
所
が
「
り
ん

ご
の
木
オ
ー
ナ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

甘
い
蜜
の
入
っ
た
「
サ
ン
ふ
じ
」
を
収

穫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

♥
サ
ン
ふ
じ
Ａ
／
価
格
＝
２
万
５
０
０
０

円
（
税
込
み
）
／
数
量
＝
１
８
０
個
保
証

♥
サ
ン
ふ
じ
Ｂ
／
価
格
＝
３
万
８
５
０
０

円
（
税
込
み
） 

／
数
量
＝
３
０
０
個
保
証

♥
サ
ン
ふ
じ
Ｃ
／
価
格
＝
１
万
５
０
０
０

円
（
税
込
み
） 

／
数
量
＝
１
０
０
個
保
証

▼
申
し
込
み
＝
５
月
５
日
（
日
）
ま
で
に

電
話
に
て

▼
Ｊ
Ａ
上
伊
那
宮
田
支
所
営
農
経
済
課

☎（
０
２
６
５
）84
局
１
２
０
１

ま
ち
の
環
境
美
化
対
策

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム（
里
親
制
度
）

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 

一
斉
調
査
参
加
者

春
の
汐
川
干
潟
自
然
観
察
会

長
野
県
宮
田
村

り
ん
ご
の
木
オ
ー
ナ
ー

▲ロゴマーク
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▼
対
象
者
＝
子
宮
頸
が
ん
予
防
：
中
学

１
年
生
～
高
校
１
年
生
相
当
の
年
齢
の

女
子
／
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
：
生
後

２
カ
月
～
５
歳
未
満

◉
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
の
対
象
が
拡
大

▼
対
象
＝
１
歳
未
満

※
予
診
票
の
な
い
方
で
、
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
☎
23
局
３
５
１
５

▼
健
康
課（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６

▪
田
原
処
理
区
＝
主
要
な
管か

ん
き
ょ渠
の
変
更

　

田
原
市
住
民
お
よ

び
利
害
関
係
者
は
、

縦
覧
期
間
内
に
限
り

市
長
に
意
見
を
提
出

で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
時
間
＝
５
月
15
日
（
水
）
～
29

日
（
水
）
／
土
・
日
曜
日
は
除
く
市
役
所

執
務
時
間
中　

▼
縦
覧
場
所
＝
下
水
道
課

（
市
役
所
北
庁
舎
２
階
）

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
・
は
が
き
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
・
は
が
き
の
場

合
は
参
加
者
全
員

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
）
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
そ
の
他
＝
❸
は
希
望
日
だ
け
の
参
加
も

可
能
で
す
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

◉
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
対
象
が
拡
大

▼
対
象
＝
平
成
７

年
４
月
２
日
か
ら

平
成
19
年
４
月
１

日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
方
で
、
日
本
脳
炎
１
期
・
２
期
を

終
え
て
い
な
い
方
（
平
成
17
年
度
か
ら
21

年
度
の
間
に
、
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
方
）

◉
子
宮
頸
が
ん
予
防
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
へ

　

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
教
室
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
教
室
名
（
対
象
）
／
日
時
／
内
容
／
定

員
／
受
講
料
＝
表
の
と
お
り　

▼
場
所
＝

❶
❸
は
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
❷
は
田
原

文
化
会
館　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は

市
民
カ
レ
ッ
ジ
　
受
講
者

公
共
下
水
道
事
業
計
画
変
更
案

～
ホ
テ
ル
で
味
わ
う
豊
橋
・
田
原
の
旬
～

　

農
業
王
国
豊
橋
・
田
原
で
生
産
さ
れ
る

旬
の
特
選
素
材
を
い
か
し
た
特
別
ラ
ン
チ

メ
ニ
ュ
ー
を
、
シ
ェ
フ
や
生
産
者
の
方
か

ら
お
話
を
伺
い
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
日
時
＝
５
月
15
日
（
水
）
正
午
～
午
後

２
時　

▼
場
所
＝
ホ
テ
ル
ア
ー
ク
リ
ッ

シ
ュ
豊
橋　

▼
講
師
＝
酒
井
淳
さ
ん
（
ホ

テ
ル
総
料
理
長
）、
地
元
の
生
産
農
家
ほ

か　

▼
定
員
＝
25
名
（
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
３
５
０
０
円

（
食
事
代
）　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
30
日

（
火
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は

が
き
に
て
（
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－
８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
農
業
企
画
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
６
４　

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

info_nosei@
city.toyohashi.lg.jp

　

http://w
w

w
.toyohashi-tahara.jp/

豊
橋
田
原
食
育
体
験
講
座「
地
産
地
消

の
ラ
ン
チ
セ
ミ
ナ
ー
」　
参
加
者

予
防
接
種
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

■市民カレッジ　教室一覧
教室名（対象） 日時 内容 定員 受講料

❶自分を癒す～楽
しく～　アロマカ
ルチャー講座

（中学生以上）

５～９月　毎月第３火曜日
10：00 ～ 11：30 アロマの楽しい使

い方を学ぶ

各
15
組

各１０00円
（材料費別）５～９月　毎月第４木曜日

19：00 ～ 20：30

❷フォークギター
弾き語りにチャレ
ンジ

（中学生以上）

5／15 ～７／17 の第１・３
水曜日　19：30 ～ 21：00 簡単なコードで弾

き語りを学ぶ
弾き語りの第一歩

各
15
名

各1000円５／１６、５／３０、６／６、
６／２０、７／４
１４：30 ～１６：00

❸終活セミナー
お葬式の知識

（中学生以上）

５／２１、６／４、６／１８、
７／２、７／１６
１０：30 ～１１：３０

お葬式のマナー、
お葬式の費用、家
族葬、エンディン
グノート、相続

50
名 無料

▲酒井淳さん
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N
o.736 平

成
25

年
４

月１
5

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

渥
美
半
島
の
産
物
の
ひ
と
つ
に
「
伊
良

湖
白じ

ろ

」
と
い
う
碁
石
が
あ
っ
た
こ
と
を
、

歴
史
探
訪
ク
ラ
ブ
其
の
80
と
１
３
４
で
少

し
触
れ
ま
し
た
。

　

松
尾
芭
蕉
の
『
笈お

い

の
小こ

文ぶ
み

』
の
中
に
、

「
保
美
村
よ
り
伊い

ら

ご

良
古
崎
へ
壱い

ち
り里
計
も
有

べ
し
。（
中
略
）此
洲
崎
に
て
碁
石
を
拾
ふ
。

世
に
い
ら
ご
白
と
い
ふ
と
か
や
」
と
書
か

れ
、『
三
河
国
名
所
図
絵
』
に
も
「
表
浜

の
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
は
白
い
碁
石
に

使
用
さ
れ
、
伊
良
胡
白
と
呼
ば
れ
、
那
智

黒
と
並
び
称
さ
れ
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
情
報
が
少
な
い
た
め
、
本

当
に
そ
の
よ
う
な
産
物
が
あ
っ
た
の
か
と

い
う
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
、
福
江
町
市
街
地
に
あ
る
江

戸
時
代
か
ら
の
大
き
な
商
家
跡
地
の
遺
跡

（
弥
生
～
古
墳
時
代
）
を
発
掘
調
査
し
ま

し
た
。
調
査
前
に
は
、
壊
れ
た
茶
碗
の
か

け
ら
や
生
活
の
道
具
と
と
も
に
、
チ
ョ
ウ

セ
ン
ハ
マ
グ
リ
の
か
け
ら
が
た
く
さ
ん
落

ち
て
い
ま
し
た
。
つ
る
つ
る
に
な
っ
た
も

の
も
あ
る
の
で
、
海
岸
で
拾
っ
て
き
た
も

の
だ
と
す
ぐ
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
貝
の
破
片
は
、
渥
美
半
島
の
縄
文
時
代

の
貝
塚
か
ら
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
す
。

こ
の
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
の
貝
片
は
、

使
い
方
が
分
か
ら
な
い
縄
文
時
代
の
道
具

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新
発
見

の
遺
跡
が
あ
る
の
で
は
と
小
躍
り
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
貝
は
新
し
い
も
の
で
、
こ

の
家
の
住
人
が
趣
味
で
集
め
て
い
た
も
の

か
と
、
深
く
は
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

話
は
変
わ
り
、
昨
年
末
、
赤
羽
根
町
の

方
と
昔
の
こ
と
を
雑
談
し
て
い
た
際
に
、

「
伊
良
湖
白
」
の
こ
と
を
話
す
と
、
次
の

よ
う
な
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
方
の
お
父
さ
ん
は
、
チ
ョ
ウ
セ
ン

ハ
マ
グ
リ
の
割
れ
た
殻
を
集
め
て
売
っ
て

い
ま
し
た
が
、
海
岸
が
や
せ
て
そ
の
貝
殻

を
見
な
く
な
り
、
売
る
ほ
ど
も
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
戦

前
・
戦
後
ま
で
は
、
商
品
と
し
て
流
通
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
残
念
な
が
ら
詳
し
い

こ
と
は
分
か
ら
ず
、
ま
だ
調
査
不
足
で
す

が
、
福
江
町
の
商
家
跡
で
た
く
さ
ん
見
つ

か
っ
た
貝
は
、
も
し
か
し
た
ら
売
る
た
め

に
拾
っ
て
き
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
は
、
分
厚
く
、

白
色
も
美
し
い
こ
と
か
ら
碁
石
と
し
て
選

ば
れ
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
伊
良
湖
の
も
の

な
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

貝
が
た
く
さ
ん
採
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
白
石
と
対
と
な
る
黒
石
の
那
智

黒
が
熊
野
信
仰
の
本
拠
地
で
採
れ
た
こ
と

も
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
熊

　「
伊
良
湖
白
」
の
こ
と

【
表
紙
の
写
真
】河
津
桜
と
菜
の
花

▼
桜
舞
い
散
る
季
節
。こ
の
号

を
最
後
に
、５
年
間
の
広
報
編

集
か
ら
離
れ
ま
す
。「
表
紙
が

楽
し
み
」の
声
に
励
ま
さ
れ
、気
合
い

を
入
れ
て
撮
影
し
て
い
た
表
紙
写
真
。

皆
さ
ま
の
お
陰
で
、平
成
24
年
度
県

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選
を
受
賞
で

き
ま
し
た
。広
報
を
通
し
て
知
り
合
っ

た
方
々
は
、何
よ
り
も“
宝
物
”で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
Ｏ
Ｈ
）

野
信
仰
と
の
つ
な
が
り
が

あ
る
渥
美
半
島
の
海
で
洗

わ
れ
清
ら
か
に
な
っ
た

“
石
”
は
、
碁
石
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
那
智
黒
と

と
も
に
別
の
付
加
価
値
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
「
伊
良

湖
白
」
が
選
ば
れ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
で
は
採
れ

な
く
な
っ
た
理
由
が
、
打

ち
上
が
る
浜
が
な
く
な
っ

た
こ
と
は
分
か
り
ま
す
が
、

環
境
悪
化
で
チ
ョ
ウ
セ
ン

ハ
マ
グ
リ
自
体
が
い
な
く

な
っ
た
と
す
る
と
、
そ
れ

は
悲
し
い
こ
と
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
（
増
山
）
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▲福江町の商家跡地で見つかったチョウセンハ
マグリのかけら

◦表浜に散らばる貝殻


